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ブラウンロッドの特徴を活かし、理想的なデザインに仕上げる為の施術ポイントを記載しています。
今までにないラッシュリフトロッドのデザインの表現をお楽しみ下さい。

目頭から目尻までのカールの変化
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ブラウンロッドは中央に丸みのあるカールを付け
目尻に向かってストレートにカール感が変化していく形状で開発されました。
中央のカールで柔らかな可愛らしい印象を出しつつ、目尻のストレートで目幅を出し大人っぽい印象に演出します。

● 目尻の巻き付け角度は20-30度外へ流す

● 目尻の毛先の向きは放射状に流す

● ロッドは中央のまつ毛の長さで選定

● 中央はロッドを被せ気味に置く

● カール変化の切替ポイントは【 Y 】の真下

● 切替ポイントからの毛流れの広げ方

● ロッドを置く順番

● 目尻はロッドを被せない

目尻を Jカールのようなカール感に仕上げ目幅を最大限強調するためには
20～30度の角度で外側へ流して巻き付けてください。

目尻の毛先を上向に巻き付けると目尻の毛先に丸みが出てしまいます。
目尻の毛先にカールは持たせず、放射状にストレートに流して下さい。

ロッドサイズは中央部分のまつ毛の毛先がロッドのどの位置にくるかで
選定すると思い通りのカール感を表現できます。毛先がロッド上部になるほど丸みが強まります。

被せて置くことでリッジがかかり、根本から柔らかなカールが出せます。
中央部分を離して置くと中央部分が下がり気味になる場合があります。

ロッドに印字されている【 STYLE 】の【 Y 】の真下がカールの切り替えポイントです。
カールからストレートに変化する位置を決める際に、ロッドの置き位置を調整して下さい。

【Y】の真下の切り替えポイントより外側は徐々にストレートに形状変化をしていきます。
滑らかなカールのグラデーションを出し、パカっと穴が開かないように毛流れセッティングを行って下さい。

中央から巻き付けを始め、その後目尻を巻き付けるとスムーズです。
目尻の置き位置を決める際は、ロッドの端を持って調整して下さい。

目尻を被せて巻き付けると、根本に強いリッジがかかり
目尻のストレートの美しさが半減してしまいます。
目尻のロッドの置き位置は
生え際ギリギリで被さらないようにして下さい。
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公式ライン登録
最新情報や商品の使用方法を配信
商品の疑問質問がございましたら

お気軽に公式ラインへお問合せください。


